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年
頭
に
あ
た
り
、
輝
か
し
い
新

春
を
皆
様
と
共
に
迎
え
ら
れ
た
事

を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
相
次
ぐ
台
風
の
襲
来

に
加
え
「
50
年
に
1
度
」
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
の
豪
雨
や
突
風
な
ど
の

災
害
が
発
生
し
、
町
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
苦
労
が

絶
え
な
い
年
で
あ
り
、
今
後
の
防

災
対
策
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
年
で

あ
り
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
へ
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
歴
史
・
文
化
の
面
に
お

い
て
、
戦
艦
大
和
を
旗
艦
と
す
る

特
攻
艦
隊
に
関
す
る
資
料
館
の
開

館
、
第
30
回
国
民
文
化
祭
、
目
手

久
立
ち
踊
り
「
八
月
踊
り
」
が
、

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
る
な
ど
町
内
外
か
ら
注
目
さ
れ

る
年
に
な
り
ま
し
た
。
政
策
面
に

お
い
て
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
・
長
命

草
（
ま
ぁ
ざ
く
）・
パ
パ
イ
ヤ
・
生

姜
な
ど
の
６
次
産
業
化
を
進
め
る

た
め
伊
仙
町
特
産
品
加
工
工
房
の

運
営
開
始
や
国
の
重
点
施
策
と
な

っ
た
地
方
創
生
推
進
を
受
け
「
伊

仙
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
推
進
本
部
」
を
設
置
し

ま
た
、
今
年
４
月
よ
り
企
業
誘
致

促
進
施
設
（
糸
木
名
）
で
操
業
を

開
始
す
る
日
本
マ
ル
コ
㈱
と
立
地

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
後
は
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
を

目
指
し
て
各
集
落
を
中
心
と
し
た

島
外
か
ら
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

受
け
入
れ
の
取
り
組
み
や
企
業
誘

致
な
ど
将
来
展
望
を
見
据
え
た
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
Ｕ
Ｉ
Ｏ
タ

ー
ン
者
ら
の
定
住
促
進
に
努
め
ま

す
。
さ
ら
に
若
い
世
代
の
定
住
を

促
進
す
る
た
め
、
雇
用
の
確
保
や

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
な
ど
の
支
援
・

対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
面
に
お
い
て

は
、
引
き
続
き
奄
美
琉
球
諸

島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
目
指
し
、

豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
観
光
客
な
ど
に
留
ま

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
政
策
と
し
て

は
、
な
く
さ
み
館
・
ほ
ー
ら
い
館
・

百
菜
と
共
に
連
携
し
、
喜
ん
で
も

ら
え
る
施
設
づ
く
り
に
努
め
、
民

泊
な
ど
の
活
用
の
ほ
か
、
宿
泊
施

設
『
あ
む
と
ぅ
』
な
ど
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
で
の
宿
泊
を
推
進
し
、
さ
ら

に
町
内
に
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施

設
建
設
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
伊
仙
町
の
地
域

力
を
生
か
し
、
町
民
一
人
一
人
が
心

を
ひ
と
つ
に
一
致
団
結
し
、「
長
寿・

子
宝
の
町
伊
仙
町
」
と
し
て
魅
力

あ
る
誇
り
高
い
町
に
し
、「
誰
も
が

行
っ
て
み
た
い
町
・
住
ん
で
み
た
い

町
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　

今
後
と
も
明
る
い
未
来
の
た
め

に
「
長
寿
と
子
宝
の
町
」・「
人
情

豊
か
な
も
て
な
し
の
町
」
と
し
て

更
に
情
報
発
信
し
、
町
勢
発
展
の

た
め
、「
雇
用
・
定
住
・
所
得
増
に

挑
戦
す
る
活
気
あ
ふ
れ
る
伊
仙（
ま

ち
）」
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
を
町
民
の
皆
様
と
一

丸
と
な
っ
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の

尚
一
層
の
御
協
力
と
御
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
た
、
皆
様
方
の

御
健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

新
年
の
ご
挨
拶

伊仙町長

大久保　明

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町　
長　
大
久
保　

明

教
育
長　
直　

章
一
郎

総
務
課
長　
樺
山　

誠

企
画
課
長　
池
田　

俊
博

税
務
課
長　
當　

吉
郎

町
民
生
活
課
長　
伊
藤　

勝
徳

保
健
福
祉
課
長　
松
田　
一
郎

経
済
課
長　
上
木　

義
一

建
設
課
長　
中
熊　

俊
也

耕
地
課
長　
穂　

浩
一

環
境
課
長　
美
延　

治
郷

水
道
課
長　
喜　

昭
也

会
計
課
長　
鶴
永　

宏
造

議
会
事
務
局
長　
佐
平　

勝
秀

農
業
委
員
会
事
務
局
長　
勇
元　

孝
浩

教
育
委
員
会
総
務
課
長　
仲
島　

正
敏

社
会
教
育
課
長　
明　

勝
良

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　
永
島　

均

ほ
ー
ら
い
館
館
長　
仲　

武
美

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　
澤　

佐
和
子

中
央
公
民
館
館
長　
大
河　

た
み
子

　

他
職
員
一
同
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町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
年
越
し
に
当
た
り
、
新
た
な

夢
と
希
望
を
抱
か
れ
、
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

二
〇
一
四
年
、
国
の
教
育
再
生

実
行
会
議
か
ら
の
提
言
で
様
々
な

教
育
改
革
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
う
し
た

動
き
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
と

と
も
に
、
併
せ
て
、
過
去
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
た
教
育
の
良
さ
も

継
承
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

教
育
に
は
、
子
供
た
ち
を
現
在

の
社
会
に
適
応
す
る
人
間
に
育
て

る
営
み
と
、
現
在
の
社
会
を
変
革

し
未
来
の
社
会
を
創
造
す
る
人
間

に
育
て
る
営
み
の
二
つ
が
あ
り
ま

す
。
教
育
の
不
易
と
流
行
を
し
っ

か
り
見
極
め
な
が
ら
、
次
代
を
担

う
子
供
た
ち
を
育
ん
で
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
観
点
と
し
て
次
の

三
点
が
大
切
で
す
。

　
一
つ
目
は
、「
自
助
の
力
を
付
け

さ
せ
る
こ
と
」、
つ
ま
り
、
一
人
一

人
全
て
の
子
供
た
ち
の
生
き
る
力

を
確
実
に
伸
ば
す
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、「
共
助
の
仕
方
を
学

ば
せ
る
こ
と
」、
つ
ま
り
、
子
供
同

士
が
認
め
合
い
、
学
び
合
い
、
助

け
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
絆
）
を

つ
く
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

　

三
つ
目
は
、「
公
助
と
し
て
の

学
校
へ
の
信
頼
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
」、
つ
ま
り
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
と
協
働
し
て
教
育
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
な
ど
に
よ
り
学
校
教

育
へ
の
信
頼
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

　

子
供
た
ち
の
可
能
性
は
無
限
で

あ
り
、
飛
躍
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

秘
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
伸
ば
し

全
て
の
子
供
た
ち
が
将
来
自
立
し
、

社
会
で
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に

育
て
て
い
く
こ
と
が
教
育
の
果
た

す
使
命
で
す
。
次
代
を
担
う
子
供

た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し
て
い
け

る
よ
う
、
本
町
教
育
の
充
実
に
全

力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
子
供

の
学
力
向
上
は
喫
緊
の
教
育
課
題

で
あ
り
ま
す
。
各
学
校
そ
れ
ぞ
れ

様
々
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
子

供
た
ち
に
基
本
的
な
学
力
を
つ
け

る
こ
と
を
最
大
の
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
子
供

た
ち
の
「
学
ぶ
意
欲
」
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
意
欲
は
全
て
の
力
の

源
で
あ
り
、
意
欲
の
向
上
は
、
学

力
や
体
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
、

目
標
や
志
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

  

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
本
年

度
の
取
組
と
し
て
公
民
館
活
動（
公

民
館
講
座
）
を
主
体
と
し
た
生
涯

学
習
の
展
開
、
自
治
活
動
の
充
実
・

発
展
を
目
指
し
た
各
種
団
体
の
育

成
と
地
域
活
動
へ
の
推
進
、
各
種

講
座
の
開
設
及
び
派
遣
、
親
子
チ

ャ
レ
ン
ジ
教
室
の
開
催
、
国
民
文

化
祭
の
開
催
等
を
通
し
て
、
関
係

団
体
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
各

種
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
様
々
な
場
面
で
、

地
域
の
人
材
の
活
用
を
図
り
、
町

民
が
主
体
と
な
る
生
涯
学
習
の
充

実
・
振
興
を
図
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
四
月
か
ら
は
、
新

し
い
教
育
委
員
会
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
首
長
主
宰
に
よ
る

総
合
教
育
会
議
が
設
置
さ
れ
、
大

綱
の
策
定
な
ど
首
長
部
局
と
連
携

し
て
教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
明
る
く
希
望
に
満
ち

た
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

伊仙町教育委員会

教育長

直　章一郎

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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～
創
立
90
周
年
と
い
う
節
目
の
年
の
表
彰
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
～

　

鹿
浦
小
学
校

が
、
平
成
27
年

度
鹿
児
島
県
へ
き

地
・
小
規
模
校
教

育
優
秀
校
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
県
内
の
へ

き
地
・
小
規
模
小
・
中
学
校
（
２
５
３
校
）
の
中
で
、

少
人
数
の
よ
さ
を
生
か
し
た
優
れ
た
教
育
実
践
や
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
学

校
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
本
年
度
は
６
校
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

鹿
浦
小
学
校
は
、
校
区
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
、

伝
統
等
を
生
か
し
、
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、「
島

唄
・
三
味
線
・
島
口
教
室
」
や
「
カ
ム
ィ
ヤ
キ
探
検
」

な
ど
様
々
な
特
色
あ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
人
一
人
の
学
習
状
況
や
学
習
内
容
の
定
着
を
把

握
し
な
が
ら
、
き
め
細
や
か
な
学
習
指
導
に
も
取
り

組
み
、
学
力
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
実
施
し
た

創
立
90
周
年
事
業

で
得
ら
れ
た
基
金
を

も
と
に
次
年
度
か
ら

は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
（
パ

ソ
コ
ン
端
末
）
を
導

入
し
、
新
し
い
学
習

ス
タ
イ
ル
に
も
挑
戦

し
ま
す
。
ま
た
、「
転・

入
学
祝
い
金
制
度
」

を
起
ち
上
げ
、
児
童

増
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
11
月
22
日
、
毎
年

恒
例
の
「
伊
仙
町
産
業
・
食
の

文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
・
健
康
づ
く
り
の
分
野
で

功
績
の
あ
っ
た
方
や
「
徳
之
島

夢
あ
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
優

秀
作
品
展
示
・
表
彰
等
を
行
い

ま
し
た
。
徳
之
島
高
校
総
合
学

科
の
喜
多
川　

大
地
君
、
東　

翼
君
に
島
の
農
業
に
対
す
る
意

見
発
表
、「
健
康
長
寿
の
蓬
莱
（
ほ

う
ら
い
）
島
を
つ
く
る
」
と
題
し

て
武
庫
川
女
子
大
学　

家
守　

幸
男
氏
、
鹿
児
島
大
学　

宮
本

　

篤
氏
よ
り
、
島
野
菜
の
栄
養

素
の
高
さ
や
、
水
の
ミ
ネ
ラ
ル
成

分
が
長
寿
に
い
い
影
響
を
与
え

て
い
る
の
で
は
と
様
々
な
デ
ー
タ

に
基
づ
き
、
貴
重
な
ご
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。

　

ほ
ー
ら
い
館
広
場
で
は
毎
年

恒
例
の
綱
引
き
、
三
輪
車
競
争

等
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

第
64
回
鹿
児
島
県
共
進
会
若
雌

1
区
最
優
秀
賞
（
奄
美
群
島
区

初
入
賞
）
に
輝
き
ま
し
た
荻
田

　

武
志
氏
の
「
み
な
み
号
」
に

も
特
別
出
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
式
典
会
場
に
も
多
く

の
ご
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
抽
選

会
の
お
蔭
か
な
？

　

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
関
係
機
関

の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
座
い
ま
し

た
。
次
回
も
よ
り
充
実
し
た
産
業

祭
に
な
り
ま
す
よ
う
工
夫
し
て
ま

い
り
ま
す
。来
年
も
お
楽
し
み
に
！

「
伊
仙
町
産
業
・
食
の
文
化
祭
」

鹿
浦
小
学
校

へ
き
地
・
小
規
模
校

教
育
優
秀
校
表
彰
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12
月
13
日
（
日
曜
日
）、
平
成
27
年
度
「
第
38
回

伊
仙
町
町
民
文
化
祭
」
が
伊
仙
町
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

「
学
び
あ
い　

創
り
あ
い　

守
り
育
て
よ
う　

心
豊
か

な
文
化
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
９
時
か
ら
作
品
展
示
、

13
時
か
ら
舞
台
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
、
文
化
協
会
で
の
功
績
を
称
え
、

美
山　

保
さ
ん
、
徳
永　

宏
子
さ
ん
、
守
島　

恵
美

さ
ん
、
松
田　

り
え
子
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
で
は
、
伊
仙
町
文
化
協
会
に
加
入
し
て
い
る

団
体
は
も
ち
ろ
ん
、
町
の
小
中
学
校
や
、
福
祉
施
設

な
ど
多
く
の
団
体
が
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
で
は
計
20
団
体
が
１
年
間
の
成
果
を
発

表
し
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
六
調
太
鼓
に
よ
る「
ワ
イ
ド
節
」「
六

調
」
を
演
奏
し
、
観
客
、
出
演
団
体
全
員
で
踊
り
、

来
場
客
７
５
０
名
の
盛
大
な
文
化
祭
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
会
行
事
に
先
駆
け
、
町
の
美
化
活
動
に

貢
献
さ
れ
た
、
泉　

延
吉
さ
ん
、
木
場　

泰
秀
さ
ん
、

義　

順
恵
さ
ん
に
「
美
し
い
町
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
部
よ
り
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
10
月
31
日
（
土
）、

徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば
「
ほ
ー
ら
い

館
」
に
お
き
ま
し
て
、「
闘
牛
フ

ォ
ー
ラ
ム
in
と
く
の
し
ま
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

サ
ブ
テ
ー
マ
「
文
化
の
伝
承

～
闘
牛
と
と
も
に
生
き
る
島
～
」

と
題
し
、
徳
之
島
に
古
く
か
ら

あ
る
「
闘
牛
」
を
テ
ー
マ
に
、
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
「
前
原
口
説
」
か
ら

始
ま
り
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作

家
で
、
徳
之
島
闘
牛
大
使
で
も

あ
る
小
林　

照
幸
さ
ん
に
よ
る

基
調
講
演
。
人
間
形
成
な
ど
教

育
的
見
地
か
ら
闘
牛
を
部
活
と

し
て
活
用
、
活
動
す
る
、
樟
南

第
二
高
等
学
校
「
徳
之
島
伝
統

闘
牛
文
化
研
究
会
」
の
活
動
発

表
。
闘
牛
大
会
だ
け
で
は
な
い
、

牛
と
牛
主
の
物
語
、
さ
ら
に
徳

之
島
や
、
沖
縄
を
含
め
た
６
県

９
自
治
体
以
外
に
も
世
界
各
国

で
「
闘
牛
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し

て
語
り
つ
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

午
後
６
時
か
ら
は
、
徳
之
島

地
域
文
化
情
報
発
信
施
設
「
徳

之
島
な
く
さ
み
館
」
に
て
併
催

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
主
催
・
伊
仙

町
闘
牛
協
会
（
西
部
支
部
）、後
援・

徳
之
島
闘
牛
連
合
会
・
伊
仙
町
の

も
と
闘
牛
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
南
洲
エ
イ
サ

ー
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
エ
イ
サ
ー

太
鼓
、
そ
し
て
、
伊
仙
町
各
団
体

に
よ
る
「
島
朝
花
」「
ワ
イ
ド
節
」

「
六
調
」
で
場
内
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

闘
牛
大
会
共
に
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

伊
仙
町
中
央
公
民
館
に
て
「
闘

牛
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
と
く
の
し
ま
」

で
使
用
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
設

置
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
28

年
１
月
29
日
（
金
）
ま
で
設
置
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
取

り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
数
に
限
り

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

伊
仙
町
中
央
公
民
館

　
電　
話

０
９
９
７
―
８
６
―
３
１
１
１

（
内
線
76
）

オープニング　「前原口説」泉教室徳之島伝統闘牛文化研究会（樟南第二高等学校）

小林照幸（こばやし てるゆき）さん　基調講演
「地方創生を育んだ徳之島の闘牛文化」
併催イベント　闘牛大会　開会式典

泉教室・伊仙町文化協会・地域女性連・連合青年団・子ども連絡協議会による「ワイド節」「六調」

第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５

闘
牛
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
と
く
の
し
ま

平成２７年４月１７日に県無形民俗文化財に指定された
目手久立ち踊り「八月踊り」

第
38
回

伊
仙
町
町
民
文
化
祭
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平
成
27
年
12
月
６
日（
日
）

第
56
回
日
本
復
帰
記
念
大

島
地
区
駅
伝
競
走
大
会
（
５

区
間
１
６
．
４
ｋ
ｍ
）
が
、

与
論
町
、
総
合
運
動
公
園
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
女
子
の
部
　
順
位

第
１
位　
奄
美
市　
　

第
２
位　
喜
界
町

第
３
位　
伊
仙
町

躍
進
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
11
月
８
日
（
日
）
伊
仙
町
駅
伝
競
走
大
会
（
８
区
間

１
６
．
６
㎞
）
が
喜
念
浜
公
園
駐
車
場
入
口
～
糸
木
名
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
ま
で
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
合
順
位

第
１
位　
面
縄
校
区

第
２
位　
伊
仙
校
区

第
３
位　
喜
念
校
区

　
区
間
賞

第
１
区

　
向
井　
龍
輝
（
阿
権
校
区
）

第
２
区

　
興　
聖
子
（
伊
仙
校
区
）

第
３
区

　
花
本 

幹
太
郎
（
伊
仙
校
区
）

第
４
区

　
作　
尚
香
（
伊
仙
校
区
）

第
５
区

　
清
水　
優
心
（
面
縄
校
区
）

第
６
区

　
中　
夢
子
（
阿
権
校
区
）

第
７
区

　
西
川　
翔
（
犬
田
布
校
区
）

第
８
区

　
中
原　
美
海
（
喜
念
校
区
）

　
牧　
か
り
ん（
糸
木
名
校
区
）

伊仙町駅伝競走大会 /第 56回日本復帰記念大島地区駅伝競走大会

▶
大
会
総
合
優
勝
し
た
、
面
縄
校
区
の
皆
さ
ん

　
で
す
。　

大
会
当
日
は
、
11

月
と
は
、
思
え
な
い
ほ

ど
暑
い
一
日
で
し
た
。

選
手
一
丸
と
な
り
、
皆

さ
ん
校
区
の
代
表
と
し

て
、
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ

姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

沿
道
に
て
温
か
い

声
援
も
選
手
の
力
に
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ん
、

選
手
の
皆
さ
ん
、
応
援

さ
れ
た
皆
さ
ん
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

駅伝大会フ
ォトギャラリ

ー
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伊
仙
町
戦
没
者
合
同
追
悼
式

が
11
月
20
日
（
金
）
午
後
2
時

よ
り
義
名
山
神
社
境
内
の
慰
霊

碑
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
直
教

育
長
（
町
長
代
読
）
と
嶺
遺
族

会
会
長
に
よ
る
追
悼
の
詞
が
読

み
上
げ
ら
れ
会
員
並
び
に
来
賓

の
皆
様
約
80
名
が
御
参
列
な
さ

れ
、
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
英

霊
の
御
霊
に
謹
ん
で
追
悼
の
感

謝
と
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ら
れ
ま

追悼の詞

平
成
27
年
度

伊
仙
町
戦
没
者
合
同
追
悼
式

し
た
。

　

ま
た
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た

４
９
８
柱
に
冥
福
を
祈
り
、
戦
後

70
周
年
に
当
た
る
今
年
は
、
子
々

孫
々
の
代
に
誇
れ
る
自
然
保
護
を

謳
い
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目

指
し
た
町
づ
く
り
に
邁
進
す
る
と

共
に
戦
後
復
興
に
よ
る
平
和
の
礎

と
な
る
恒
久
平
和
の
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
（
土
曜
日
）
伊
仙
町
中
央
公
民
館
で

「
第
14
回
大
島
地
区
ふ
れ
あ
い
読
書
フ
ェ
ス
タ
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
読
書
で
豊
か
な
人
生
を
～
心
の
世
界
を
広
げ
よ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
伊
仙
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
事
例

発
表
、
読
み
聞
か
せ
や
、
下
吹
越
か
お
る　

指
宿

図
書
館
長
に
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
優
良
読
書
会
と
し
て
、
伊
仙
町
内
か
ら

「
伊
仙
小
学
校
さ
わ
や
か
親
子
読
書
会
」「
鹿
浦
小

親
子
読
書
会
」「
阿
権
小
親
子
読
書
会
」
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

第
14
回

大
島
地
区
ふ
れ
あ
い

読
書
フ
ェ
ス
タ

平
成
27
年
度

大
島
地
区
自
治

公
民
館
経
営
研
究
会

　

11
月
13
日
金
曜
日　

ほ
ー
ら
い
館
「
ゆ
て
ぃ
な

ホ
ー
ル
」
で
「
平
成
27
年
度
大
島
地
区
自
治
公
民

館
経
営
研
究
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

伊
仙
町
阿
権
集
落
駐
在
員
の　

米
山　

寿
八
郎

さ
ん
が
阿
権
の
集
落
資
源
を
活
か
し
た
村
作
り
に

つ
い
て
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
で
は
伊
仙
中
学
校
長　

田
中　

浩　

先
生
が

「
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
」
と
題
し
て

自
治
公
民
館
の
在
り
方
や
、
集
落
の
人
同
士
の
連

携
の
大
切
さ
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
グ
ル
ー
プ
協
議
を
行
い
、
自
分
た
ち

の
集
落
で
の
取
り
組
み
な
ど
を
話
し
合
い
、
地
域

活
性
化
に
必
要
な
話
し
合
い
な
ど
大
変
有
意
義
な

研
究
会
に
な
り
ま
し
た
。
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『平成28・29年度入札参加資格申請』を下記のとおり受け付けます。
　※　町内業者においては，『平成28年度入札参加資格申請』となります。

記

●　建設工事について
１　建設工事入札参加資格審査申請書（県の様式記入要項を参照の事）
２　建設業許可通知書の写し
３　建設業許可申請書の写し
４　経営規模等評価・結果通知書の写し
５　直前 2 年の各事業年度における工事経歴書
６　町税等納税証明書及び各使用料納入証明書（町内業者のみ）
７　消費税及び地方消費税納税証明書の写し
８　労働保険料（労災保険）納入証明書の写し
９　退職金共済組合加入契約証明書の写し

１０　雇用保険料納入証明書の写し
１１　使用印鑑届
１２　技術者専任名簿
１３　従業員等の技術資格者一覧表（資格免状・講習終了証等のコピーを添付）
１４　建設業許可申請書に明記の本社及び社屋の所在地郵便番号，住所，電話番号，ＦＡＸ番号，
　　 メールアドレス
１５　その他（ボランティア証明書の写し等）

※　尚，ボランティア証明についてはボランティア状況写真を添付しないと発行出来ませんので　
　ご了承下さい。

●　物品について
１　入札参加資格審査申請書
２　営業概要書
３　納税証明書
４　町税等納税証明書及び各使用料納入証明書（町内業者のみ）

●　測量，建設コンサルタント，地質調査等については，国土交通省の統一様式で提出してください。
◎　提出部数：各 1 部
◎　受付期間：平成 28 年 1 月 4 日～平成 28 年 2 月 29 日迄     

※　注意事項
１　書類不備の場合は受付けできません。早めに申請し，確認を受けてください。なお町内の新規業 
　者を除き，上記受付期間を過ぎると受付けできません。
２　提出書類は，提出書類の一覧表を最上段にし，上記の各様式番号順にインデックスを付け A4 判
　のファイルに綴じ，表紙及び背表紙に「入札参加資格審査申請書」及び「会社名」を記入してくだ
　さい。また，複数の業種を申請する場合は，業種ごとに提出してください。
３　申請年度内に許可（建設業許可）の期限が切れる場合は，すみやかに新許可書を入手し提出して
　ください。
４　町外業者については，2 年毎，町内業者については毎年の更新をお願いします。

【問合せ先】　伊仙町役場　建設課　℡：86-3111

【建設課からのお知らせ】
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鹿浦小学校創立９０周年記念行事・式典のご案内

　伊仙町の条例規則で，し尿浄化槽の点検管理は一か月に一回以上の管理が必要となっています。お家の
し尿浄化槽はしっかりと管理し，河川水や地下水汚染にならないように管理しましょう。
伊仙町の浄化槽の管理状態は，平成２４年から２６年まで鹿児島県最下位です。【浄化槽かごしま ( 一般社
団法人鹿児島県環境保全協会：鹿児島県浄化槽推進市町村協議会 ) 発行の１１条検査の結果より】
きれいな自然を保てるよう，町民一人ひとりの御協力をよろしくお願いいたします。

し尿浄化槽の管理の徹底について
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　重度の身体障害児（者）や知的障害児（者）の方が，医療保険各法による医療を受けた場合に，その医
療費の自己負担分を助成します。
◆対象者　・身体障害者手帳の等級が１・２級の者　・療育手帳の等級がAの者
　　　　　・身体障害者手帳の等級が３級の者（療育手帳B１所持者）
※医療費助成金は，レセプト確認後の口座振込みになります。

■登録自動車鹿児島運輸支局奄美自動車検査登録事務所
■軽自動車軽自動車検査協会鹿児島事務所奄美分室
■奄美市名瀬和光町（永田橋から和光トンネルを出て３００メートル先の右手にあります）
～　その他お問い合わせは，次のところにお問い合わせください　～

　６歳未満の乳幼児が医療機関で受診した場合，その医療費の一部を助成します。
◆対象年齢　・医科・歯科診療とも就学前まで（６歳に達する日以降の最初の３月３１日まで）
◆給付内容　・１ヶ月にかかった治療費が入院，通院を合わせて３千円を超えた額を助成します。
　（ただし，この場合の１ヶ月とは１日～３１日換算とする。）なお，町民税非課税世帯の場合は全額を助成し
ます。
※医療費助成金は，自動償還方式でレセプト確認後の口座振込みになります。

　母子・父子家庭等の方々の生活の安定と健康の保持増進を図るために，医療費の自己負担分を助成する
制度です。
◆対象者　・伊仙町に住所を有し，配偶者のない母又は父及びこれに準ずる者で，１８歳未満の児童（ひと
り親家庭等の父又は母及び児童，父母のない児童が対象）ただし，所得状況によっては受けられない場合
もあります。
◆助成額　・健康保険等の対象となった医療費の自己負担した額です。
※医療費助成金は，レセプト確認後の口座振込みになります。

保健福祉課から医療費助成について

奄美ナンバーは「シマの表札」です！

重度心身障害者医療費助成

今ついている鹿児島ナンバーを奄美ナンバーに変更するために、準備するものは？

乳幼児医療費助成

ひとり親家庭医療費助成

伊仙町役場　保健福祉課　電話　０９９７－８６－３１１１（内線63）

登録車自動車 軽自動車
持参するもの
　①車検証　②印鑑（認印可）
　③自動車（要封印）
申請時に作成するもの
　①申請書（用紙代３０円）　②自動車税申告書
　③手数料納付書　④廃棄標板返納書
（※所有者と使用者が異なる場合は所有者の委任
状が必要です）

持参するもの
　①車検証　②現在のナンバー
　③印鑑（認印可）
申請時に作成するもの
　①申請書（用紙代１００円）
　②軽自動車税申告書
　③軽自動車税廃止申告書　④廃棄標板返納書
（※所有者と使用者が異なる場合は所有者の申請
依頼書が必要です）

どこで
手続きするの？

〒894-0007 鹿児島県奄美市名瀬和光町12番地3　一般社団法人　奄美自動車連合会
T E L ： 0 9 9 7 - 5 2 - 1 9 0 0　F A X ： 0 9 9 7 - 5 2 - 2 5 8 2
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新成人のみなさんへ
２０歳になったら国民年金

　国民年金は，年をとったときやいざというときの生活を，現役世代みんなで支えようという考えで作ら
れた仕組みです。
　具体的には，若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで，年をとったときや，病気やケガ
で障害が残ったとき，家族の働き手が亡くなったときに，年金を受け取ることができる制度です。

★「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため，ご本人の所得が一定額以下の場合，国民年金
保険料の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は，学校教育法に規定する大学（大学院），短期大学，高等学校，高等
専門学校，専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程），一部の海外大学の日
本分校に在学する方です。
★「若年者納付猶予制度」
　学生でない３０歳未満の方で，ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に，国民
年金保険料の納付が猶予される制度です。

国民年金のポイント
将来の大きな支えになります。
　国民年金は２０歳から６０歳までの人が加入し，保険料を納める制度です。
国が責任を持って運営するため，安定していますし，年金の給付は生涯にわたって保障さ
れます。
老後のためだけのものではありません
　国民年金には，年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障
害年金は，病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また，遺族年金は，加入者
が死亡した場合，その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）
が受け取れます。

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」

国民年金のご相談，手続きについては伊仙町役場または，年金事務所までお問い合わせください。

連絡先　伊仙町役場　町民生活課　国民年金係８６―３１１１(内線 )５２
　　　　奄美大島年金事務所　　　０９９７－５２－４３４１
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　平成２８年 4月1日以降の認可保育所・へき地保育所の入所申込を下記のとおり受付いたします。
申込書は，役場町民生活課にあります。なお，現在入所中の方については，保育所を通じて「入所申込書」
を配布してあります。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

○受付期間　平成 28 年 1月 4 日（月）　〜平成 28 年 1月 29 日（金）
○伊仙町内の認可保育園

幸 徳 保 育 園 定員60 名 0 歳から保育時間は7時 30 分〜18時
わ か ば 保 育 園 定員60 名 0 歳から保育時間は7時 30 分〜18時
い せ ん 保 育 園 定員60 名 0 歳から保育時間は7時 30 分〜18時

○伊仙町内のへき地保育所

１歳６ヶ月から保育時間は７時４５分〜１７時１５分 保護者負担金
園児1名月４,０００円

※　保育所（園）へ入所できる児童は，両親いずれも家庭内外問わず働いている場合，または次の事項に
　ある場合です。（親のいない家庭，母親の出産，病人の看護等，家庭の災害,就学）
◎認可保育所は，所得状況により，保育所利用料を算定します。
◎保育所入所の希望が多い場合は，判定会で決定します。希望の保育所に入所できない場合がありますの
で予めご了承ください。

《陽子線治療とは…》　放射線治療のひとつで，水素の原子核
を利用した治療です。これらの粒子を光速近くまで加速し，が
ん病巣に向けて照射します。陽子線治療は，がん病巣を狙い
撃ちできるため，周辺の正常組織への影響を最小限に抑える
ことができるため，副作用も少なくてすみます。治療中は，熱
や痛みを感じることはありませんし，１日約 20 分程度の治療
を受けて頂くだけです。

《陽子線で治療できる臓器について》　陽子線治療は正常な組
織にダメージを及ぼすことなく，また患者さんに苦痛を与える
ことなく，がんだけをピンポイントに狙い撃ちできます。頭頸部，
肺，臓，膵臓，腎臓，前立腺がんなどのがんに対して有効です。
但し，胃や十二指腸，大腸などの消化管およびこれら消化管と
接している卵巣などの臓器，膀胱などは対象外となります。

【問い合わせ先】町民生活課　児童福祉係　　０９９７−８６−３１１１(内線５５）

平成２８年度　保育所入所申込について

がん陽子線治療をご存知ですか。

一般財団法人メディポリス医学研究財団　メディポリス国際陽子線治療センター
（旧名称「メディポリスがん粒子線治療研究センター」）

〒891-0304　鹿児島県指宿市東方5188番地
E-mail：info@medipolis.org　HP：http://www.medipolis.org
電話：0993-23-5188　FAX：0993-24-3450

鹿児島県内では下記の医療機関で陽子線治療を実施しています。

患者さん相談窓口
◎センター（指宿） 			   TEL 0993-24-3456
◎オフィス鹿児島（鹿児島市加治屋町）	 TEL 099-210-7615

陽子線治療の治療費
288万3千円

※陽子線治療にかかる費用は全額自己負担となります。
※がんの種類や大きさ，照射回数に関係なく，１治療に対す
る治療費です。
　鹿児島県においては，平成 23 年 4月より「陽子線治療」
を受けやすい環境を整備するため，患者さんまたはその家
族などが，銀行などから治療費の借り入れを行った場合の利
子の一部を助成する制度「粒子線がん治療費利子補給事業」
が開始されています。
【対象者】患者本人（鹿児島県民）または家族等
【対象借入金】借入金のうち陽子線治療相当分
【利子補給率】6%以内
【利子補給期間】5 年以内
【その他】所得制限あり

お問い合わせ
県庁地域医療整備課 TEL099-286-2693 まで
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　奄美群島の各市町村では，今後の奄美群島国立公園（仮称）指定や奄美・琉球世
界自然遺産登録に向けて，地域振興や地域産業の発展のために様々な取り組みを
行っています。今後の施策等の参考とするために，住民の自然や生活，産業に関す
る意識や考えについてのアンケート調査を国立環境研究所と奄美群島12市町村が
合同で行っていますので，回答にご協力くださいますようお願いいたします。

《調査方法》
　1月26日頃に【伊仙町】の20 〜79 歳の住民 431名にアンケート票が入った下
の封筒が届きます。アンケートが届いた方にアンケートに記入していただき，同封
された返信用封筒で返送してください。
　対象者は住民基本台帳から無作為に抽出して選定しています。また，アンケー
トには個人を特定するような記入項目はありません。
調査期間：平成 28 年１月 26 日頃～２月 29 日（回答期限）
実施主体：国立研究開発法人国立環境研究所，奄美群島12市町村
協　　力：環境省奄美野生生物保護センター，奄美群島広域事務組合

問い合わせ先：国立研究開発法人国立環境研究所　担当：久保雄広　　電話 029-850-2897
　　　　　　　【伊仙町】企画課企画係　担当：内山　電話 0997-86-3111

奄美群島の自然と地域産業に関する住民アンケート調査のお願い
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鹿児島県の最低賃金

奄美群島振興開発基金からのお知らせ

地域別最低賃金

鹿児島県最低賃金

時間額 効力発生日 適用範囲

694 円 平成 27 年 10 月 8 日
鹿児島県下のすべての労働者に適用されます。ただ
し，下表記載の産業に該当する場合は，各産業別最
低賃金が適用されます。

特定最低賃金（産業別最低賃金）
産業名 時間額 効力発生日 適用範囲

電子部品・デバイス・電
子回路，電気機械器具，
情報通信機械器具製
造業（医療用計測器製
造業を除く，ただし心
電計製造業は含む）

732 円 平成 27 年 12 月16 日

次に掲げる者を除く。（ただし，鹿児島県最低賃金は
適用されます。）①18 歳未満又は65歳以上の者　
②雇入れ後 6月未満の者であって，技能習得中のも
の　③次に掲げる業務に主として従事する者
イ　清掃又は片付けの業務　ロ　手作業により又は
手工具若しくは小型動力機を用いて行う組線，巻線，
かしめ，取付け，バリ取り，かえり取り，鋳ばり取り，
刻印又は選別の業務（これらの業務のうち流れ作業
の中で行う業務を除く。）　ハ　手作業による包装，
袋詰め，箱詰め，材料の送給又は取りそろえの業務

自動車（新車）
小売業 762 円 平成 27 年 12 月10 日

次に掲げる者を除く。（ただし，鹿児島県最低賃金は
適用されます。）①18 歳未満又は65歳以上の者　
②雇入れ後 6月未満の者であって，技能習得中のも
の　③清掃又は片付けの業務に主として従事する者

百貨店，スーパー 694 円
【注釈】百貨店，総合スーパーの最低賃金額 693 円は，鹿児島県最低賃金額 694
円を下回ったため，平成 27年10月8日から鹿児島県最低賃金額 694円以上の支
払いが必要です。

■奄美基金は，奄美群島の産業振興を図るため，融資業務・保証業務により事業者の方々への事業資金の円滑な供給に努
めています。

★★奄美基金の主な融資制度のご案内★★
資金名 資金使途 貸付の限度額 貸付期間 貸付利率

農・林業振興資金（サトウキビ，畜産，果樹園芸，野菜，花き等）
（樹苗，椎茸，木材生産加工） 設備資金 個人1,000万円

法人1500万円 5〜15 年 0.70 〜 0.85％

水産業振興資金（漁船取得・改造，装備購入，養殖施設整備，
共同利用施設等） 設備資金 個人 2,000万円

法人4,000万円 5〜10 年 0.85 〜1.05％

観光関連産業振興資金（民宿，ホテル，遊漁船，ダイビング，
観光ガイド，土産品製造等）

設備資金
運転資金

個人・法人
7,000万円

設備15 年
運転 7年

設備1.45 〜2.75％
運転1.85〜2.85％

流通・加工業等振興資金（一次産業従事者の運転資金）（農
林水産物等の流通加工業等）

設備資金
運転資金

個人・法人
4,800万円

設備10 年
運転 7年

設備1.45 〜2.75％
運転1.85〜2.85％

地域資源等振興資金（大島紬，黒糖焼酎等の特産品並びに
地域の資源・技術等を活用した商品の製造・販売業）

設備資金
運転資金

個人・法人
7,000万円

設備15 年
運転 7年
　

設備1.45 〜2.75％
運転1.85〜2.85％

地域活性化・雇用促進資金（情報通信産業，企業立地，雇
用の促進等地域活性化に資する事業）

設備資金
運転資金

個人・法人
7,000万円

設備15 年
運転 7年

設備1.45 〜2.75％
運転1.85〜2.85％

※貸付金利は，平成 27年11月26日現在のものです。
※貸付期間及び貸付利率は資金使途などにより異なります。また融資にあたっては所定の審査が必要となります。（詳細に
　ついては奄美基金までお問い合わせ下さい）

■保証業務は，事業者の方々が金融機関から借入を行う際に，奄美基金が信用保証を行うことで円滑な資金供給を支援す
　る制度です。（詳細については奄美基金，各金融機関，各商工会等へお問い合わせ下さい。）
■お問い合わせ先　独立行政法人　奄美群島振興開発基金　徳之島事務所

〒891-7101　大島郡徳之島町亀津 2928-4　電話番号　0997-82-0309　FAX　0997-82-2362
HPアドレス　http://www.amami.go.jp　Eメール　kikin@amami.go.jp
（Eメールアドレスからもご相談を受け付けていますので，ご利用下さい）
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伊仙町商工会の窓

※伊仙町商工会の窓では，商工会加盟店の広告を掲載しております。掲載希望の商店は，伊仙町商工会（0997-86-2390）までお問合せ下さい。
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有 限 会 社 松永商事
伊仙町阿三１375−4（県道沿い）
TEL・FAX ８６−２828
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内祝い・お祝い・贈答品
お客様のご要望にお応えいたします。

食品・日用雑貨・酒・たばこ
弁当・惣菜・盛皿

配達承ります！（無料）
伊仙町検福118−4（検福県道沿い）
営業時間　7：00 〜 22：00
TEL/FAX 86−3871
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人口の動き
（27年11月30日現在）

わが町のアイドル募集 !
　本紙では「わが町のアイドル」と題して，わが家の
かわいい子どもの写真を掲載します。
　毎月 10 日までに住所・氏名（子どもと保護者）・電
話番号・簡単な PR文を添えて，写真を役場企画課広
報係までお持ち下さい。
問い合せ先　伊仙町役場企画課　86-3111（内 24）
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子宝日本一の町 わが町のアイドル

宝物が増えました！
姉弟仲良くすくすく成長してね♡

源　南
な み

美ちゃん
（2 歳 3ヶ月）

４人兄妹の末っ子♡
にぃにねぇねと仲良く、すくすく育ってね！

前元 夢
ゆ め と

斗くん
（1月で 0 歳 9ヶ月）

源　陽
は る き

輝くん
（１ヶ月１１日）
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